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東日本大震災（東北関東大震災）被災者への哀悼と御見舞 

 

去る 2011年 3月 11日午後に発生しました東日本大震災（東北関東大震災）で犠牲となら

れた方々に謹んで哀悼の意を表すとともに、被災された方々には心より御見舞い申し上げま

す。また、被害を受けられた会員様も多いこととお察しいたしますが、一刻も早く復旧され

ますことをお祈り申し上げます。 

1923年の関東大震災の規模をはるかに凌ぐ最大級の震災に見舞われました我が国のいち早

い復興やエネルギー・安全が確保されることへ、一般社団法人水素エネルギー協会として一

致団結をして臨む所存であります。 

 震災からの復興と災害に負けない新しい日本の創設に、一般社団法人水素エネルギー協会

の皆様の、エネルギーや安全に関する知識・技術が存分に発揮されますことを心より期待し、

日本の復興を切望する次第であります。 

一般社団法人 水素エネルギー協会 会長 堂免 一成 

        （東京大学 大学院工学系研究科 教授） 


